
地

球

節
十

7
懸

Os.叫‥m
昌
仙
‥

由
炉
伶

PA闇
闇
E
s⑳
}{
脚

臥
監

e

円
⑳
管

内e
田
仲

⑳
輪

の
細
田
困
柳
田

内田
的
担

細
野
相
田

均e飽
田

弼
紬
宙
Fu

困
柳
田

的
均
C
桝田

頑
a
Ea
⑳
粁
a
m

肋
.

⑳
日

向
野
相

田
X
脚
S
∫

佃
e
田
e
e

⑳
細

田
閉
脚
細
桝田
盟
声

柳
田

細
評
紬

S
⑳

軸組
巧

円

貯-

巧

⑳
En
⑳
切
闇
固
相
増
e

.(d
itto.
p
p.
)1
4
)

近
江
〓
ノ
上
山
ペ
グ

マタ
イ
ト
中
に
距
す
る
放
射
悦
松
倉
満
佃
斑
Li

汚

染

さ

れ
た
ろ
紙
也
カ
オ
リ
ン
は
蛇
に

C
atiin
ite
と
し
て
知
ら
れ
た

リ
G
比
の
蛾
胸
よ
り
拭
釣
満
仲

斑
の
部
分
払
軸
糾
し
て
槍
す
る
に
地
相

限
相
法
に
エ
リ
て
介
那
す
る
岬
は
悦
化
杓
が
特
称
の
淡
紅
色
か･砕
ぶ
る

も
の
あ
り
.
此
の
淡
紅
色
り
J
の
ほ
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析
に
よ
れ
ば
カ
-

ウ
ム
み
含
む
串
聖
が
す
o
班
蛤
の
約
兆
に
よ
れ
ば
比
の
州
物
ほ

G
a
O
.0
04
-
0
.r
u
O4
%

或
は

G
aほO
s
O
,(jl
～
つ
.90
1
7i

和
合
和
す
｡

邪
新

の
考
に

よ
れ
ば
火
成
射
申
T1
碑
-
解
準
す
る
放
出
の
成
分
は
太

陽
の

C
h
ro
rrn
;p
h
ere
と
同
株
な
る
地
総
の
脱
始
火
如
rll
に
布
衣
せ

る
も
の
な
り
O
大

悦の
ス
ペグ
･L
ル
に
ー

G
a
組
に
細
め
て
按
起
せ
る

も
の
あ
り
､
正
に
詳
細
t二
大
以
ス
ペ

ク
ト
ル
み
研
究
す
れ
ば
'
そ
の
或

る
-
の
は
恐
ら
-

G
a
に
州
併
す

る

も
の
な

ら
ん
｡
m
ノ
上
の
カ
オ
リ

メ
.1二

G
a
が
存
在
す
る
都
は
太
陽
の

C
h
rom
o
3P
T11e
re

il
G
a
が
布

衣
す
べ
き
都
私
堕

が
す
る
J
の
な
り
｡

(赤

本
)

節
六

射

貫

-

六
六

署-1S萱Tや01･q
l
重

量
●血

餅
著
紹
骨

l!1--王11一--II-----~一-!〇〇〇

規
畢
博
士
小
川
味
拍
警

｢
地
質
税
政
の
新
仰
揮
｣(本
文
射
収
七
甘

四
十

五
訂
､
古
今
番
院
鞭
斑

先
例
七
糊
五
十
伐
)

地
銀
計
に
よ
っ
て
叔
紀
に
柵
か
め
ら
れ
た
地
下
三
甘
粁
私
準

乙
る
拭

虎
に
起
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華
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熟
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節
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縦
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述
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佃
せ
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惑

わ
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と
地
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現
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致

へ
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新
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節

三
約
､
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鞄
地
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に
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い
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成
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比

和
な
る
兄
附
加
排
し
､
拭
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地
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す
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創
見
み
耽
読
す
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で
め

る
0即

ち
節
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〓
叫
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.･･h
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よ
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フ

ム

ガ
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ト
へ
地
深
城
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紀
の

邪
畔
向
と
ta
L
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先
々
五
十

試
み
氾
ゆ
る

T
大
輪
文
の
中
に
叫
㌫
成
田

託
の
.換
招
虹
か
述
べ
､
ア
ル
プ
ス
の
鵬
既
現
象
か
袈
榊
的
に
粗
娯
し
た

柁
め
に
.I,b
ウ
ス
が
陥
る
に
鼓
つ
た
地
fE.B
成
田
配
に
及
E
).
解
て
フ
ム
か

〃
ト
が
河
港
に

於
い
て
惟
放
し
た
地
斑
に
依
っ
て
数

へ
ら
れ
た
仰

の

地

e
tS

成
阿
離
7秒
再
考
す
る
こ
と
の
必
朝
か
,切
言
す
る
の
で
あ
る
｡
泣
出
池

畔
､
九
州
eM=･及
び
地
餌
畔
の
三
額
が
地
球
上
に
於
い
て

T
致
す
ろ
仰
の

火
現
象
か
軸
刺
し
./
地
鎚
と
火
山
と
は
軸
関
係
に
起
る
と
諭
ず
る
こ
と

の
*
輸
た
る
べ
き
は
伯
も
明
ら
か
な
臆
た
る
べ
4
1に
精
出
地
綻
歌
の
流

行
す
る
に
及
ん
で
は
々
此
の
光
雄
的
都
筑
が
志
ま1
さ
れ
た
の
は
目
前
の

耶
班
に
慣
惑
さ
れ
過
ぎ
た
蛇
で
あ
る
｡
儲
て
考

へ
ら
れ
た
ま
り
は
脇
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節
六
故

実

蛸

ナ

T:～
,

地
下
横
顔
に
筏
現
す
石
地
蛇
の
布
衣
が
柿
め
ら
れ
た
今
日
で
は
栄
塊
の

迎
別
と
切
り
伽
し
て
地
仰放
伐
附
託
S
轟

へ
柑
な
い
,
'と
は
最
も
明
か
で

あ
る
O
耕
新
が
闘
班
地
磁
筏
地
球
節

7
令
に
於
い
て
本
前
払
公
Li
せ
ら

れ
た
,i:=岬
の
地
が
地
邪
蝉
の
批
潜
み
今
日
よ
り
回
田
す
れ
ば
う
た
ゝ
感

憎
に
鞘

へ
な
い
-品

が
あ
る
O
試
射
の
比
の
二
.S.記
ti
:i山
.1
･削
沌
た

り

し
i==
岬
の
糊
桝

に
7
大
明
雅
在
校
L
Li
J
の
で
非
の
筏
今

日.1
覚
る
迄

の
七
仲
川
に
於
け
右
肺
串
の
迎
渉
は
免
.1
阿
る
と
抑
す
る
も
地
雷
で
な

ヽ
0節

三
隅
讐

亮

は
粍
粍
地
締出
の
本
性
で
あ
っ
tJ
､
本
韓
に
於
い
て
火

山
仲
川
と
地
銀
現
象
と
は
立
に
斌
按
,1
閑
職
せ
し
め
ら
れ
'
非
の
関
係

は
H
本
邦
砧
の
姦

火
川
仲
と
地
球
坪
と
に
就
い
て
評
越
さ
れ
る
O
殊
に

関
東
地
力
に
就
い
て
は
江
戸
鶴
弥
以
前
の
甘
記
録
か
ら
今
E
に
至
る
迄

の
-
の
が
考
察
さ
れ
､
R
fに
硫
前
代
始
め
tJ
抑
加
地
鰐
の
成
凶
に
就

い

て
押
紙
Li
<
･も
の
わ
柑
る
で
あ
ら
う
｡

第
凹
約
地
殻
頻
馴
S
r新
竹
樺
は
本
朝
の
グ
ラ
イ
T,
ツ
ク
ス
で
あ
る
｡

本
箱
は
甘
六
十
:爪
に
甘
V

霊
叫
に
牙
た
れ
て
ゐ
る
｡
餌

〓
中
に
於
い
て

水
平
諭
解
の
放
鴇
か
ら
結
納
出
陣
鮎
諭
F
L.=
も
巧
み
に
試
み
た
エ
"'
-

ル
｡
ア
ル
か
ソ
氏
の
散
布
描
け
三
十
茄
に

克
っ
て
批
評
す
る
の
で

あ

る

が
､
成
徳

に
捌

肘
地
袋
と
此
の
紀
と
の
閃
'1
嗣
和
み
見
出
し
柑
な
い
こ

と
み
沸
し
て
此
の
散
の
鍋
糾
私
絹
地
し
､
節
二
輩
､
地
内
カ
の
日
本
獅

･砧
の
地
貌
に
及
ば
ず
抑
兇
'
節
三
軍

大
陸
及
び
大
洋
地
域
の
弧
状
相

加
の
悲
報
p
節
望

雲
仙
随
泣
叫
耐
仲
川
の
件
数
､
節
記
章
近
川
作
用
の

地
餌
地
新
撰
的
仰
稗
及
び
節
大
帝
地
内
力
効
光
の
綜
雌
の
玉
串
に
克
つ



て
､
瀬
田
打
今
の
地
究
堺
教
の
何
人
も
考
へ
柑
な
か
っ
た
詳
細
の
創
見

が
や
み
迫
ふ
て
評
逃
さ
れ
る
｡

耕
潜
は
鬼
づ
ナ
ウ
マ
リ
の
鍋
批
陥
没
に
祉
怒
し
た
筏
大
森
槻
i
Lの
研

究
し
た
緒
川
山
の
地
下
七
粁
の
粍
さ
に
故
す
る
地
袋
と
阿
練
'
柿
板
､

ァ
ル
ナ
ア
ノ
'
ア
ル
バ
-
火
山
の
火
口
原
'
火
口
湖
が
=
れ
に
紅
い
中

柁
私

有
す
る
も
の
と
,S
;i
聯
せ
し
め
'
地
下
か
ら
働
-
脱
力
は
糾
十
五

蛇

の
.斜
的
な
和
し
地
衣
払
底

佃
と
す
る
桝
釣
他

の
埠
裂
私
放
ず
べ
rq,ニ

ーし
ん
論
じ

'
弧
状
稚
拙山
の
成
田
私
設

別
L
ii
d
此

の
創
見
は
･7g=i･Jに
小
川

博
士
の
･Jr<
刑
と
し
て
永
久
に
或
る
べ
き
-
の
で
あ
る
O
潜
者
は
敢
妃
に

碓
め
ら
れ
つ
つ
め
る
認
沖
の
状
ru
が
此
の
地
下
七
郡
よ
り
地
下
二
甘
肝

に
鵜
及
ぶ
-
の
が
あ
る
郎
班
及
び
地
煤
の
致
姑
は
非
の
地
鮎
に
何
等
か

の
如
軌

の
粘
っ
た
=
と
な
評
判
す
る
J
の
で
あ
る
=
と
の
こ
邸
班
か
駁

-
把
持
し
て
､
之
が
地
表
に
及
ぼ
す
べ
き
紳
兆
か

7
々
推
村
L
犬
侍
及

び
火
押
地
域
に
見
る
大
弧
状
構
造
の
成
田
か
ら
故
山
仲
川
の
怒
弱
盗
み

～
･諭
し
L
i
の
で
あ
る
｡

肪
凹
約
の
中
に
は
邪

に
四
十
五
倍
の
明
柵
な
る
樹
版
む
掲
げ
姑
も
其

の
火
中
は
本
論
=
の
紀
卯
恥
授
け
る
鵜
に
新
に
珊
か
れ
た

地
L1
問
で
あ

∴
=小

川
W
ij
の
銘
文
と
挿
入
さ
れ
た
る
甘
凹
十
筒
の
儲
秀
な
る
抑
相
と

は
此
∽
本
邦
に
於

い
て
的
め
て
訊
ら
れ
た
る
地
位
担
勤
の
諭
秘
術
科
に

州
仰
せ
し
む
,1r･に
=.Iir

効
北
め
る
J
の
で
到
底
弗
の
地
蝉
新
の
姦

放
し

僻
はざ
る
桝
S
も
S
tで
あ
る
｡

郡
hJ
約
は
升
徳
地
仰
;
研
究
と

越
し
､
延
髄
地
方
の
地
勢
及
び
地
質
糎

新

野

紹

介

怨
み
述
べ
た
ろ
稜
､
E
中
州
学
士
の
班
地
的
悲
記
恥
的
げ
王
縦
令
に
摂

取
地
の
肺
恋
方
法
み
敢

(
'
前
校
に
北
ハの
納
炎
か
綜
介
し
て
封
瀬
の
Ei

附
か
迎
べ
'
岩
牧
即
発
の
地
相脱
那
牝
希
に
射
し
て
必
嬰
な
る
所
以
私
切

言
L
つ
つ
比
の
七
甘
H
の
本
論
が
捌
.･Jn
b
れ
る
｡

附
錐
と
し
て
鶴
ら
ろ
る
仰
の
参
考
女
紙
は
拘
.Ll
六
十
に
揺
L
中
二
官

は
本
邦
地
嘩
常
の
文
献
で
あ
る
O
額
別
は
人
名
'
地
私
､
都
城
の
三
秤

に
分
ち

7
T3
三
位
如
み
二
十
二
行

桁
､
二
十
hJ
H
に
甘
…リ
､
本
事
公
約

か
池
i)
て
文
中
泊
り
LL充
班
せ
る
内
申
が
盛
ら
れ
て
あ
る
｡

本
啓
の
姓
計
は
非
の
内
容
71こ
背
か
ず
波
状
で
北日
比
に
粥
碑
の
親
･1jp
せ

る
地
質
現
象
之
新
仰
枠
な
る
企
文
字
が
別
は
さ
れ
p
枠
上
群
紙
の
上
に

粒
め
て
誤
植
の
少
な
い
印
刷
が
な
さ
れ
tJ
ゐ
る
O
本
邦
S
血

塔
事
に
し

て
此
の
如
JT,外
賦
払
･3
つ
た
i
の
は
米
だ
な
-
､

本
邦
に
始
め
て
現
れ

i1
割
世
的
地
公
邸
択
諭
の
内
･lSiE
に
ふ
rJ
ほ
し
い
-
の
と
首
は
れ
ば
な
ら

ぬ
｡本
坊
の
立
場
は
金
紙
和
泊
じ
て
地
質
蝉
的
で
あ
る
｡
払
し
な
が
ら
哲

堺
は
比
の
外
.1
本
邦
に
於
い
て
教
授
し
IL
卯
の
他
の
蝉
解
が
米
だ
知
ら

ざ
る
多
数
の
経
由
に
敢
す
る
地
班
の
研
究
,仙
取
り
入
れ
た
｡
経
っ
て
本

項
に
翰
ず
る
伊
は
日
本
の
地
蝉
新
に
非
ん
け
な
し
柑
な
い
も
の
で
t
A
T

に
本
部
が
見
た
食
性
堺
に
射
し
て
締
り
柑
る
J
の
在
村
す
る
の
で
め

る
O
伴

へ
閉
-
伊
に
よ
れ
t
.粥
解
は
太
諭
み
外
相
誹
に
鶏
き
改
め
て
他

国
の
地
鍵
封
.1
と
ふ
密
漁
わ
有
す
る
と
の
=
と
で
和
･･3
0
邪
新
の
諭
旨

中
城
は
佃
は
根
底
ね
快
-
と
.=4.は
る
る
即
は
地
F
･粍
出
に
地
鎚
が
毅
放

す
ろ
布
班
に
封
す
る
散
明
で
之
は
地
叫秘
の
物
川
北
川
γ的
仲
幻
が
班
に
列

実

現

六

九



Cp.

球

.

節
十

F
懸

耶

L
iI
ろ

筏
に
淀
城
す
べ
4
Jで
あ
ら
う
か
ら
地
質
串
帝
と
し
て
の
粥
希

に
淡
む
<
･
.
Iと
は
或
は
常
ち
ぎ
る
所
で
め
,b
う
｡

我
〝
ほ
本
譜
の
刊
行
私
池

へ
て
幽
び
に
明

へ
氾
0
本
郷
地
鮮
封
の
必

ず
聖

二
熱
的
瑞
峠
す
べ
4
j大
鞘
で
あ
る
｡
(
F
)

0

5

･叫
im
昆

a
監

T
.
Y
o
s
監

m
弓

a
:
G
e
o
笥

仙葛

監

-

ca
l

D
i
s
I
T
i
b
監

i
o
n

o
L

C

e且a
i
n

M

i
m
e
,

喝
監

切

恥
担

G
a
慧

声

(S
c]･,
P
･
o
=

n
s-･
P
h
y
s.
C
h
em

R
e
.I,,
V
o
i･
1
0
,
p
p
.
5
-
4
6
.
1
9
2
9
)

昭
利
四
咋
十
月
ま
で

に
抑
々
の
文

紙
に
現
は
れ
た
る
日
本
産
鵬
物
私

権

蝉成
分
に
よ
り
て
分
封
L
L
i
る
鐙
地
袈
な
り
｡
稀
有

冗
東
和
含
む
蔚

杓
に
つ
4
,tJ
は
多
-
の
史
秋
和
掲
げ
た
リ
0
銀
物
餅
帝
､
地
歩
希
に
と

り
t/
利
州
さ
る
1
郎
多
か
る
ベ
L
O
(
秤
)

新

著

即

鞄

l●●●l1-
ち.一
●.ll.1亨

ll
!
lll･●l
●

○
地
畢
難

忠
節凹
TdF節
EE八
丁班
三
月

出
船
蒜

子
に
於
け
ろ
輝
紘
岩
中
の
ダ
イ
オ
ラ
イ
ト

i

プ
デ
イ
ト

脈
に
就
さ
て
(
こ
(山
口
鎌
次
)

眺
梯
粒
径
の
指
揮
紙
の
成
凶
(序
静
)
(
流
水
惚
七
)

本
邦
油
E
に
於
げ
ろ
泣
虫
へ
凹
)
(
千
谷
好
之
助
)

十
和
E
湖
(
二
)
(/大
下
地
域
)

河
南
竹
内
地
i.i亮
記

(
i
)
(肢
地
久
苦
)

叔
及
び
河
川
の
起
源
(
抄
裸
)
(
二
)
(
前
非
綿
控
)

第
六

班

男

山ハ

七
〇

〇
班
他
撰
研
鎗
所
銀
報
節
八
桐
妨
二
叫班

三
月

北
投
石
鵬
に
邦
産
禍
飛
石
及
ゼ
ノ
タ
イ
ム
の
放
射
仲
成
分
に
就

い

て
(吉
村
的
)

○
朝
鮮
税
印
的
悲
報
骨

節
的
容

昭
利
三
咋
十
二
月

大
正
十
二
解

及
十
三
年
皮
紋
部
作
業
恥
骨
(
内
川
;肌
五
郎
.桃
川
卦
'
魚
谷
侶
弘
)

△
耐
㈹
株
池
野
脚

二
十
五
批
ノ

T

食
援

軍

托
修

大
阪
帖
北
拓

荊
ぬ
町
佐
藤
郷
土
地
問
桝
究
仰
発
行

昭

和

凹

空

耳

先
仰

丁
樹

◎
T
h
e
T
h
irsty

E
a
rth
,
T
h
e

T
h
e
c
ry

a
rld
P
rp:,tic
e
o
f

l
r-io
a
tio
n
in
a
ll
C
ou
n
tri
cs･
f!y
E
.
H
.
C
a
rrier.
i
9
2
3
.

C
h
risto
p
h
erS･
L
o
n
d
.
n
5
国
7
5
(汝
榔
)

◎
G
eo
g
ra
p
h
y
o
f
N
o
rth
A
m
erica
.
B
y
G
e
o
rg
こ

.
M
i…1e
r
a
n
d

A
llm
O
n

E
･
P
a
rk
in
s･
)
9
2
8
,
l0
..1n

W
i.ey
,
N
e
w

Y
o
rk
.

◎
L
e
b
en

a
ls
S
y
m
b
o
l･
M
e
ta
p
h
y
sik

e
in
e
l

E
n
tw
ick
lu
n
bq
3･

leh
re･
V
o
n

E
d
g
a
r
D
a
cq
u
ê･
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